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１ 

東北大学法学部・法曹コースについて説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

法曹コースに関する情報は、法曹コース Web サイ

トに掲載しています。法曹コースWebサイトでは、

モデル・カリキュラムや各学年ごとに留意するべ

き点などの情報を提供しているので、必ず確認し

てください。画面に表示されている URL または QR

コードを用いてアクセスしてください。 

 

 

 

３ 

東北大学法学部の法曹コースとは、東北大学法学

部と東北大学法科大学院との連携協定で設置さ

れたコースです。 

法科大学院の既修者コースに接続する体系的な

教育課程で、法学部の早期卒業制度および法科大

学院入試の特別選抜と組み合わせて、いわゆる３

＋２と呼ばれる５年一貫教育を提供します。 

 

４ 

法曹コースは、「法科大学院の教育と司法試験等

との連携等に関する法律」と、それに基づいて東

北大学法学部と東北大学法科大学院が締結した

法曹養成連携協定によって開設されたものであ

り、2019 年 4 月以降に入学した学生を対象として

います。 
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５ 

法曹コースに登録すると、どのようなことができ

るのかを整理しましょう。 

法曹コース登録者は、法科大学院入試の一般選抜

に加え、法曹コース登録者を対象とした特別選抜

を受験することができます。 

また、早期卒業制度は、コース登録の有無にかか

わらず、法学部の学生が誰でも利用できますが、

法曹コース登録者は、早期卒業の成績要件につい

て、一般学生と異なる特別の基準を利用すること

ができます。 

法曹コースは、法科大学院との一貫した教育課程として設けられることから、そこで修得した一

部の科目について、東北大学法科大学院に進学後に履修免除を受けることができます。また、東

北大学法科大学院が開講する科目の一部を特別聴講生として受講することができます。特別聴講

生として受講した科目は、学部における単位は認定されませんが、東北大学法科大学院に進学後

に、法科大学院における単位として認定されます。 

また、法学部の実務演習の授業の登録において、定員を超える申込みがあったときは、法曹コー

ス登録者を優先するものとされています。 

このほか、法曹コース登録者向けに、裁判所の訪問などのイベントが実施されます。一部のイベ

ントについては、一般学生の参加も認められますが、法曹コース登録者が優先されます。 

 

６ 

法科大学院入試における特別選抜について説明

します。 

法科大学院入試は、従来から一般選抜として、未

修者コースおよび既修者コースの入試を行って

きました。これに対して、特別選抜は、学部にお

ける成績を考慮に入れて選抜が行われる点で、一

般選抜と異なっています。 

こうした特別選抜は、法曹コース登録者のうち、

各法科大学院が定める受験資格を満たす者が受

験できます。 

特別選抜は、２つの形態に分かれます。法科大学院ごとに名称が異なりますが、１つは、東北大

学法科大学院では５年一貫教育型特別選抜と呼んでいるもので、その法科大学院と協定を結んで

いる学部の学生に受験資格が限られるものです。もう１つは、東北大学法科大学院では開放型と

呼んでいるもので、協定を締結した学部に限らず、どの大学の法学部の法曹コースであっても、

その登録者に受験資格が与えられるものです。 
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７ 

東北大学法学部の法曹コースに登録した学生は、

東北大学法科大学院の実施する特別選抜につい

ては、５年一貫教育型、開放型のいずれについて

も受験資格をもちます。これに対して、東北大学

以外の法科大学院については、どの大学院とも連

携協定を締結していないため、特別選抜のうち５

年一貫教育型を受けられるものはありません。他

大学の法科大学院の特別選抜を受験する際には、

開放型にあたるものしか受けられません。このほ

か、東北大・他大学、いずれの法科大学院についても、一般選抜入試を受験することはもちろん

可能です。 

なお、東北大学法科大学院では、５年一貫教育型特別選抜は、学部の成績を主たる合否判定の素

材とし、論文式試験を実施しません。開放型特別選抜では、学部の成績に加え、論文式試験の成

績で合否を判定します。他大学の法科大学院の開放型特別選抜の試験内容は、各大学の試験実施

要項を参照してください。 

また、特別選抜で合格をした場合、実際に入学が許可されるためには、法曹コースを修了するこ

とが必要になります。法曹コースの修了要件を満たさなかった場合には、合格が取り消されるこ

とになるので注意してください。 

 

８ 

法曹コースを修了するためには、法学部卒業要件、

または早期卒業要件を満たすことが前提です。 

その上で、法曹コース必修科目として指定された

16 科目・42 単位をすべて修得し、法曹コース選

択必修科目である実務演習を 6単位以上修得する

ことが必要です。 

なお、法曹コース必修科目は、１年次に配当され

ている科目もあり、早い段階から、モデルカリキ

ュラムなどを参考にして、計画的に受講を進める

ことが必要です。また、隔年で開講される科目もあるので、受講できるタイミングを確認するこ

とが必要です。さらに、法曹コース登録者は、実務演習の受講希望者が定員を超えるときに、優

先的に履修を認められます。なお、法曹コース選択必修科目である実務演習は、年度ごとにどの

演習がそれに当たるかが指定され、法曹コース Web サイトで公表されます。名称に実務演習の語

が含まれていても、法曹コース選択必修科目とならないことがあるので、十分注意してください。 
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９ 

法曹コースへの登録は、２年生および３年生を対

象に行います。各学期初めに設けられた履修登録

期間がコース登録期間になっています。登録方法

は、法曹コース Web サイトを参照してください。

登録を希望する学生が多数にのぼった場合には、

６法基幹科目の履修状況やその成績などに基づ

いて選抜を行うことがあります。 

なお、法曹コース登録者には、コース登録者向け

イベントの案内などを、学務情報システムに登録

されているメールアドレスに宛てて送信しますので、メールを定期的に確認し、見落とすことの

ないようにしてください。 

 

10 

また、法曹コースに登録することのできない１年

生を対象に、プレ法曹コースへの登録を受け付け

ています。プレ法曹コースに登録した学生には、

法曹コース登録者向けイベントで一般学生も参

加できるものについての情報や、来年度の法曹コ

ース登録についての情報を、メールを通じて提供

しています。 

プレ法曹コースへの登録方法は、法曹コース Web

サイトを参照してください。 

 

11 

念のためにもう一言付け加えておきますが、法曹

コースに登録しても、法科大学院への進学や早期

卒業が義務付けられるわけではありません。逆に、

法曹コースに登録することによって、法科大学院

への進学や早期卒業が保証されるわけでもあり

ません。 

法曹コースの目的は、法曹を目指す学生に体系的

な教育課程を提供するとともに、計画的な学習を

うながすこと、そして、その中で特に成果を挙げ

た学生に、早期卒業や特別選抜という方法での法科大学院への進学の道を開くことです。学生の

進路を早い段階で確定したり、制約したりするものではありません。 

また、法曹コースに登録しなかったからといって、法科大学院への進学や早期卒業ができなくな

るわけではありません。大学に入学した当初は法曹という進路に興味を持っていなかった学生が、

大学で学ぶうちに法曹に興味を持ち始めることももちろん歓迎されることです。 
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12 

法曹コースについての説明は以上で終わります。

何か不明のことがあれば、法学部教務係の窓口に、

気軽に問い合わせてください。 


